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例  言

1 本書は、古代文化調査会が京都市上京区烏丸鞍馬口下る東入上御霊中町他において、大和ハ

ウスエ業株式会社によるマンション建設に伴い実施 した上京遺跡 (15S073)の発掘調査報

告書である。

2.発掘調査は、大和ハウスエ業株式会社より委託を受けた古代文化調査会の水谷明子が担当し、

家崎孝治が補佐 した。

3 調査にあたっては、京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課の指導を受けた。

4 本書の編集・執筆は水谷がおこなった。

5.図面及び遺物整理、製図 トレースは水谷が、遺物実測は板谷桃代が担当した。

6.本書で使用 した方位及び座標の数値は世界測地系 (新測地系)平面直角座標系Ⅵによる。

7.本書で使用 した地図は、京都市都市計画局発行の2,500分 の 1の地図 (相国寺・船岡山)、 国

土地理院発行の25,000分 の 1の地図 (京都北部)を調整 し、使用 した。

8.土壌及び土器・瓦類の色調の表記は農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色

帖』に準 じた。

9.遺構番号は実測図・写真ともに共通している。

10.発掘調査及び遺物整理に際して、下記の方々の御指導・御協力を得ることができた。記 して
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上 京 遺 跡

調査の経緯

調査に至る経緯

調査地は京都市上京区鳥丸鞍馬口下る東入上御霊中町290番他である。当該地は周知の埋蔵文

化財包蔵地・上京遺跡にあたる。2015年 4月 、当地に大和ハウスエ業株式会社によるマンション

建設の計画がなされ、工事に先立ち京都市文化財保護課が試掘調査を実施した。試掘調査の結果、

地表下0.8mにおいて江戸時代の遺構が良好な状態で遺存 していることが判明し、発掘調査の必

要性が考慮されるに至った。京都市の指導の下、当調査会と施主との協議の結果、当調査会が発

掘調査を行うこととなった。調査は2015年 6月 より開始することとなった。

調査経過

当該地は、御霊神社 (上御霊神社)の北西170mの 距離に位置し、鞍馬口通 りに北面する。賀

茂川西岸にあたるこの地は、出雲地方からの移住者が多かったことから、山城国愛宕郡出雲郷と

呼ばれ、今も出雲路橋や出雲路を残す地名が残っている。この愛宕郡出雲郷は、郷氏に課 した税

図 1 調査地点位置図 (1/25,000)
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幽国圏

図 2 調査地位置図 (1/5,000)

図 3 調査区配置図 (1/1,500)
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の台帳である正倉院文書の神亀 3(726)年 「愛宕郡出雲郷計帳」に記されている。平安京遷都

以前よりこの地を治めていた出雲氏であるが、平安時代になるとその勢いは衰える。その後、安

土桃山時代に織田信長に「大松山」の寺号を与えられたといわれる西福寺がこの地に建てられ、

昭和39年 に岩倉に移転するまで存在 した。

本調査地の近隣調査 (図 2)と しては、2004年 に相国寺境内北東に位置する承天閣美術館増築

に伴い発掘調査が実施されている。検出された遺構は 7世紀半ばから後半の竪穴住居群、 8世紀

初頭以降の掘立柱建物、平安時代から鎌倉時代にかけての溝、桃山時代の相国寺関連の基壇など

がある。

今回の調査においては、安土桃山時代から昭和39年 の移転まで存在 した西福寺の変遷と、出雲

氏に関連する遺構の検出を念頭に置き、試掘調査の結果を踏まえ、機械力により盛土・撹乱層を

除去 し、調査に着手 した。 調査は2015年 6月 8日 から開始 し、2015年 7月 30日 に終了 した。調

査面積は390ゴで、実働日数は40日 間であった。

調査の方法としては、 (公財)京都市埋蔵文化財研究所が作成 した平面直角座標系Ⅵによる平

安京の復原モデル60を使用 し、調査区の北東角を原点 (X-106,7522、 Y-21,870)と する、

東西方向にアラビア数字を、南北方向にアルファベットを記号として付 し、 4mメ ッシュのグリ

ッドを基本とする遺構遺物の記録をとる方法を行った。

調査区の現代盛土は概ね0.5～0.7m程 だが、撹乱が一部深さ約15mに及び、遺構を削平 して

いる。また、盛土の下は江戸時代以降の土層が地表下0.5～ 1.3mの 厚さで堆積する。その直下で

褐色シル トの地山となり、この面で古墳時代から奈良時代の遺構を検出した。

遺構は古墳時代から奈良時代のものと、江戸時代以降のものがあり、遺構の種類としては、竪

穴住居、掘立柱、土墳、井戸、溝、埋甕遺構などがある。遺構総数は175基 であった。以下、主

要な遺構について述べる。

古墳時代から奈良時代

竪穴住居175(図 7・ 8・ 図版 5の 5)

調査区西部に位置する竪穴住居址である。大半が撹乱により削平され、西部は調査区外となる。

壁溝のみ長さ06m検出した。壁溝は幅02m、 深さ0.07mを 測る。床面の堆積は削平により確認

できず、地山直上で土師器甕を検出した。

建物 1(図 7・ 9,図版 2の 2・ 4の 1)

調査区南東部に位置する。東西2間分検出した。建物の南倶1は調査区外 となり、全形は不明で

あるが南北棟であると考える。柱間は19～2.lmである。一辺0.55～0.65mの 方形の掘形をもち、

構洩退Ⅱ
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0          1m

図8 竪穴住居175実測図 (1/40)

であった。完形に近い須恵器杯身が出土 した。

江戸時代以降

柱根跡は径0.2m、 深さ0.25～0.4mを潰lる 。柱穴

125の掘形から須恵器の杯身片が出土 した。

建物 2(図 7・ 10・ 図版 2の 2・ 4の 2)

調査区北部中央に位置する。南北 1間以上、東

西 2間分検出した。建物の北倶1は調査区外となる

が、南北棟 と考えられる。柱間は15～ 165mで

ある。一辺05～ 0.75mの方形の掘形をもち、柱

根跡は径0.2～0.25mを測る。柱穴120と 柱穴140

の掘形から須恵器の杯身片が出土した。

柱穴131(図 7・ 図版 2の 2)

調査区北東部に位置する柱穴である。南東部は

削平されているが、径0.55mの円形の掘形をもつ。

上層は削平されてお り、検出できた深さは3cm

X-109,760

|

|

x-106 '760
\S\

N
L161 60rn

土塘109(図 7。 図版 2の 1)

調査区東部に位置する土墳である。東部は調査区外 となる。南北長2.lm、 東西長 lm以上、

深さ0.7mを測る。掘形はやや丸みを帯びた方形を呈する。埋土は 2層 に分けられ上層は黒褐色

砂泥層、下層は灰黄褐色砂泥層である。上下層ともに多 くの土器や瓦が出土した。

土墳170(図 6・ 図版 5の 1・ 5の 2)

調査区西部中央寄 りに位置する土墳である。径0.8m、 深さ05mを測 り、円形の掘形を呈する。

埋土は黒褐色砂泥層である。天明の大火で焼けたと考えられる瓦や、施釉陶器の鉢が出土 した。

土墳171(図 6・ 図版 5の 1・ 5の 2)

調査区西部中央寄 りに位置する土墳である。土墳170に西部を削平される。径0.8m、 深さ0.55

mを測 り、円形の掘形を呈する。焼締陶器の甕が据えられた状態で出土 した。

溝53(図 6・ 11・ 図版 1の 1・ 3の 3)

調査区北部のやや中央寄 りに位置する溝である。北部は調査区外となり、南半分は削平が著 し

い。南北長6.3m以上、幅0.5m、 深さ02mを 浪1る 。溝内には一部倒れているものもあるが、立

てた瓦を隙間なく敷き詰めている。その中には西福寺を指す「西」を刻印した瓦が出土 している。

雨落ち溝と考えられ、南に流れた水は径20cm以下の礫を充填 した土墳47に 落ち込む。

土墳47(図 6・ 12・ 図版 1の 1・ 3の 3)

調査区東部の中央寄 りに位置する土墳である。径07m、 深さ04mを波1り 、円形の掘形を呈す

る。埋土は灰黄褐色砂泥層で、20cm以 下の礫を充填する。溝53か ら流れてきた水を地中に流 し

落とす役割を持つと考えられる。
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図10 建物 2実測図 (1/50)
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石組58(図 6・ 13・ 図版 1の 1・ 3の 4)

調査区南部中央に位置する石組遺構である。掘形は南北長1.15m、 東西長13m、 深さ045m

を測る。石組は方形で、内径の南北長06m、 東西長0.4mで ある。10～25cmの石を4段程積む。

五輪塔の水輪にあたる石が石組内から出土した。貯蔵穴と考えられる。

石組95(図 7・ 14・ 図版 3の 7)

調査区南部中央に位置する石組遺構である。南東部は削平されている。掘形は径 lm、 深さ

0.25mを 測る。石組は円形で、内径0.6mを測 り、10～20cmの石を3段積む。

土墳14(図 6・ 15・ 図版 1の 1)

調査区北東部に位置する土墳である。南北長0.7m、 東西長0.9m、 深さ035mを波1り 、掘形は

楕円形を呈する。埋土は黒褐色砂泥層で、江戸時代中期の土器類が多 く出土した。

土墳15(図 6・ 16・ 図版 1の 1・ 3の 5)

調査区南東部に位置する土墳である。南北長1.6m、 東西長1.5m、 深さ0.3mを測 り、掘形は

不定形である。埋土は4層 に分けられ、何れの層 も20cmま での礫を少量含む。土器類は上層か

ら出土 したものが多い。

土墳107(図 7・ 図版 2の 1・ 3の 8)

調査区北東部に位置する土墳である。東部は調査区外となり、南部は土墳109に 削平される。

南北長0.55m以上、東西長05m以上、深さ0.35mを 測る。西部から2段の石列を検出した。こ

の石列が崩れないように灰黄褐色シル トで土留めしている状態を確認 した。

溝 2(図 6・ 図版 1の 1)

調査区東部に位置する南北方向の溝である。幅0.25～035m、 深さ0.15mを 涸lる 。埋土は 2層

に分けられ、上層には10cmま での礫を多 く含む。溝の北端は調査区外 となり、南端は東方向に

直角に曲が りそのまま調査区タトヘ延びる。江戸中期以降の土器類と焼け瓦が出土 した。

土墳81(図 6・ 図版 1の 2・ 3の 6)

調査区北東部に位置する瓦溜 り土墳である。南北長1.7m、 東西長1.4m、 深さ0.4mを測 り、

掘形は楕円形を呈する。埋土は黒褐色砂泥層で、多量の瓦が出土した。

石組168(図 6・ 図版 5の 1・ 5の 4)

調査区南西部に位置する石組遺構である。掘形はやや丸みを帯びた方形を呈 し、南北長1.4m、

東西長1.5m、 深さ0.5mを測る。石組は方形で、内径の南北長は055m、 東西長は08m以上で

ある。10～50cmの石を4段程積む。西側は削平されて石は検出できなかった。北側 と東側の石

は撹乱を受け、 1～ 2段のみ確認 した。その中には五輪塔の火輪にあたる石も使用している。石

組内から2.5～3.5cmの土人形や押 し型が20点程出土した。

石組146(図 6・ 図版 5の 1・ 5の 3)

調査区西部中央に位置する石組の排水枡である。掘形は方形で南北長1.2m、 東西長1.3m、 深

さ035mを測る。石組は方形で、内径の南北長07m、 東西長06mを測る。北狽1の石組みの中ほ

どに土管を据え、北方向に水を排水するように造られているのを確認した。ガラス製の薬瓶や歯

―-10-―
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ブラシの柄が出土 している。

土渡 143・ 152(図 6・ 図版 5の 1)

調査区南東部に位置する土墳である。土墳143は径0.7m、 深さ0.3mを測 り、掘形は円形を呈

する。土墳152は径0.6m、 深さ025mを測 り、掘形は円形を呈する。いずれも甕を据えた状態で

あった。 トイレ遺構 と考えられる。土墳143の甕には墨書で「大」と書かれてお り、大小で使い

分けをしていたと推察する。

井戸60(図 6・ 図版 5の 1)

調査区中央部やや西寄 りに位置する現代井戸である。15～40cmの切 り石を積んだ石組井戸で

ある。

Ш 遺   物

出土 した遺物は整理箱に61箱 ある。時代は古墳時代から近現代までのものがある。遺物の種類

には土師器、須恵器、瓦器、国産陶磁器、輸入陶磁器、瓦類、石製品、金属製品、銭貨などがあ

る。以下主要な遺物について概述する。

なお、時代区分は平安京の土器編年をもとにおこなう。

土器・陶磁器類

竪穴住居175出土土器 (図 17)

土師器甕 (1)がある。長胴甕の回縁から体部である。外反する口縁部をもち、端部を面取 り

する。内外面ともに摩耗 して調整は不明瞭だが、体部外面に微かに縦方向のハケメ痕が残 り、煤

が一部付着する。 7世紀半ば頃のものと考える。

建物 1出土土器 (図 17)

柱穴125よ り須恵器杯 (2)が出土 した。杯の回縁端部で、内外面ともに横ナデを施す。柱穴

123・ 124か らは土師器小片が出土 した。

建物 2出土土器 (図 17)

柱穴140よ り須恵器杯 (3)、 柱穴120よ り須恵器杯 (4)が出土 した。 3は杯の回縁端部で、

胎土はやや粗 く焼成はやや不良である。 4は回径11 2cmで、胎土は0.5mm以下の砂粒を含む。

底部から体部にかけては丸みをもって立ち上がる。柱穴121か ら土師器小片が、柱穴141か らは須

恵器甕の体部小片が出土 した。

柱穴131出土土器 (図 17・ 図版 6)

須恵器杯H(5)が ある。口径9.5cm、 器高3.Ocmを 測る。蓋受けの立ち上が りは体部と明瞭

に区分されず、断面は三角形を呈する。底部は平らに成形されている。 7世紀半ば頃のものであ

る。

―-13-―



竪穴住居 175

図17 竪穴住居 175・ 建物 1

柱穴 120

0                     10cm

・柱穴131出土遺物実測図 (1/4)
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図18 土墳109出土遺物実測図 (1/4)

土墳109出土土器 (図 18・ 図版 6)

土師器皿 S(6～ 15)、 土師器小壺 (16)、 施釉陶器碗 (17)、 焼締陶器鉢 (18)が ある。皿 S

は口径101～ 11.Ocm、 器高18～2 7cmを 測る。17は唐津系の鉄釉碗である。18は備前系の橘鉢

で、日径は45 4cmを 測る。17世紀後半。

土塘170出土土器 (図 19。 図版 6)

土師器皿 Sb(19)、 皿 S(20、 21)、 施釉陶器 (22、 23)、 染付碗 (24)がある。19は 回径

7.Ocm、 器高1.4cmを 測る。20、 21は 回径8 2cmと 9.4cm、 器高1 4cmと 1.5cmを 測る。21は 口

縁端部内外面に煤が付着する。22は灯明皿である。日縁端部外面より内面全体を施釉する。23は

三足の火鉢である。口径21 2cm、 器高19 6cmを 浪1る 。底部外面は平らにケズリ、脚を貼 り付け

ナデを施す。径 5mmの子しを4カ 所穿つ。底部内面に墨書が確認できる。江戸中期から後期。

石組58出土土器 (図20)

土師器皿 Sb(25)、 皿 S(26)、 施釉陶器蓋 (27)、 染付磁器 (28、 29)がある。皿 Sbは 口

柱穴 131

3
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径7.4cm、 器高1.5cmを 測る。皿 Sは 口径9.3cm、 器高1.4cmを 測る。27は 美濃瀬戸系陶器の蓋

である。上面のみ施釉する。28は小皿である。日径9.7cm、 器高1 7cmを 測る。江戸中期。

土墳14出土土器 (図21)

土師器皿 S(30～ 39)、 天目椀 (40)がある。皿 Sは 口径9.6～ 11 4cm、 器高17～2.lcmを 測

る。XII期 に属する。

土墳15出土土器 (図 22・ 図版 6・ 7)

土師器皿Nr(41～ 45)、 皿 Sb(46)、 皿 S(47～ 49)、 施釉陶器 (50～ 53)、 染付磁器 (54、

55)がある。皿Nrは 口径5.2～5.6cm、 器高11～ 1 5cmを 測る。ttS bは 口径7.4cm、 器高

1 5cmを 測る。皿 Sは 口径100～ 12.2cm、 器高1.4～ 1.6cmを 測る。47は 口縁端部内外面に煤が

付着する。51は美濃瀬戸系の碗で、外面に絵付けする。53は京焼風肥前系の小ぶ りの鉢で、日径

17.7cm、 器高6.2cmを 測る。底部内面に絵付けを施す。54は 染付皿で、底部内面に重ね焼 き痕

がある。55は染付碗で、見込に五弁花が確認できる。

瓦 類 (図 23～ 25・ 図版 7～ 9)

三巴文軒丸瓦 (56～ 61)

56、 57は柱穴 6出土。56は右巻 きの巴文である。尾部が互いに接 しない。外区に径0 8mmの

珠文を配する。瓦当部側面から裏面にかけて、丁寧なナデを施す。胎土は微砂粒を含み、灰色を

呈する。57は右巻 きの巴文である。尾部が互いに接 しない。外区に径 lcmの珠文を密に配する。

胎土は5mm以下の小石を含み、灰白色を呈する。58～ 60は土墳81出 土。58は右巻きの巴文であ

る。外区に径 lcmの珠文を配する。瓦当部側面から裏面端部にかけて、強いナデを施す。胎土

は lmm以下の砂粒を少量含み、灰色を呈する。59は右巻きの巴文である。外区に径1.lcmの 珠

文を配する。瓦当部裏面はやや粗いナデを施す。胎土は微砂粒を含み、灰色を呈する。60は右巻

きの巴文である。外区に径0.9mmの珠文を密に配する。瓦当部側面から裏面にかけて、丁寧な

ナデを施す。焼 きがやや悪 く、黄灰色を呈する。61は土墳84出 土。右巻きの巴文である。外区に

径 lcmの珠文を配する。胎土は lmm以下の砂粒を含む。二次焼成を受け、にぶい黄橙色を呈

する。

唐草文軒平瓦 (62～ 69)

62、 63は溝53出土。同文で、唐草文を複線で表す。ともに顎部凸面から裏面、凹面に丁寧なナ

デを施す。62は lmm以下の砂粒を含み、オリーブ灰色を呈する。63は 2mm以下の砂粒を含み、

灰白色を呈する。64は土墳84出土。中心飾に蓮の横花文を配する。瓦当上端部に横方向の削 りを

施す。胎土は5mm以下の小石を含み、灰色を呈する。65～ 67は 土墳81出 土。65は瓦当上端部に

横方向の削 り、顎部凸面から裏面、凹面に丁寧なナデを施す。 lmm以下の砂粒を含み、灰色を

呈する。66は 顎部凸面から裏面に丁寧なナデを施す。胎土は1.5mm以下の砂粒を含み、黄灰色

を呈する。一部煤が付着する。67は 中心飾に桐文を配する。顎部凸面から裏面、凹面に丁寧なナ

デ、平瓦部凸面は粗いナデを施す。胎土は lmm以下の砂粒を含み、黒褐色を呈する。68は土墳
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図23 軒瓦拓影・実測図 1(1/4)

105第 3層出土。胎土が粗 く、 lmm以下の砂粒を多 く含み、灰色を呈する。69は 土墳156出土。

顎部凸面から裏面、凹面に丁寧なナデ、平瓦部凸面は粗いナデを施す。微砂粒を含み、灰色を呈

する。一部煤が付着する。

軒 桟 瓦 (70)

土墳81出土。軒丸部は珠文を配した三巴文を施し、軒平部には唐草文を配す。軒丸部、軒平部

ともに瓦当部側面から裏面にかけて丁寧なナデを施す。 lmm以下の砂粒を含み、オリーブ黒色

を呈する。

飾  瓦 (71)

土墳61出土。径 4cmの大きめの竹管で円文を施す。側面に「貞享 五辰 九月」 (1688)の箆書

きによる刻印が確認できる。瓦当裏面は強い指ナデを施 し、一部削 りを施す。胎土は2mm以下

の小石を含み、暗灰色を呈する。

刻 印 瓦 (72～ 77)

72～ 74は溝53出土。刻印は小口にあり、二重丸に「西」 もしくは「高」。73は やや不明瞭であ

る。75は土墳81出土。平瓦の小日に四葉の刻印がある。76は土墳62出土。桟瓦の小日に刻印があ

り、○に十。瓦は二次焼成を受けており、にぶい橙色を呈する。77は土墳86出土。小口に刻印が

あり、○に十。
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図24 軒瓦拓影・実測図 2(1/4)
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図25 刻印瓦拓影図
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石 製 品 (図 26・ 図版9・ 10)

硯 (78)

土墳84出 土。長方形の硯で、残存長径3.Ocm、 短径4.lcm、 残存する厚さ1.Ocmを 測る。裏面

は剥離する。

砥  石 (79)

土墳77第 1層 出土。長さ9.Ocm、 幅6 5cm、 厚さ1 lcmを 測る。片面および側面を砥石として

使用する。

五 輪 塔 (80～ 82)

80は土墳76第 2層出土。一石五輪塔の空輪と風輪部分である。火輪部分がわずかに確認できる。

残存高は10.5cm。 風輪の側面に梵字で「く (ヵ )」 と刻まれている。81は 石組58出 土。五輪塔の

水輪部分である。最大径22.3cm、 高さ15cmを 測る。上下に径 9cm、 深さ0.8mmの 窪みがある。

一部欠損 している。何 らかの重石として使用か。82は 石組168出土。五輪塔の火輪部分である。

一辺21 0cm、 高さ10.7cmを 測る。上面には径3 5cm、 下面には径 5cmの 円形の柄穴が設けられ

ている。側面には何 も刻まれていなかった。

金属 製 品 (図2つ

銭  貨 (83～ 85)

寛永通費 (83～ 85)は土墳62、 溝53、 土墳81よ り各出±。84は古寛永である。

土 製 (図版10)

土 人 形 (86～ 91)

86、 87は 土墳152、 88～ 91は 石組168よ り出土。86は 高さ2.6cm、 厚さ1.Ocm、 87は 高さ2 6cm、

厚 さ0.9cm、 88は 高さ3.3cm、 厚 さ1.4cm、 89は 高さ2.5cm、 厚 さ1.lcm、 90は 高さ2.5cm、 厚

さ1.lcm、 91は 高さ2.7cm、 厚さ1.lcmを 浪1る 。86、 87、 89～ 91は 92の ような押 し型で作った頭

部から胴体に、腕部分を貼 り付けて成形する。

i甲 し 型 (92～ 95)

93は土墳152、 92、 94～ 95は石組168よ り出土。92は 高さ4.Ocm、 厚さ1.lcmを 測る。人形の頭

部から胴体にかけての押 し型である。93～ 95は すべて径2.lcm、 厚さ1 lcmを 測る。偶悽の押 し

型である。

回
叩
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めまⅣ

今回の調査においては、古墳時代から奈良時代の竪穴住居と掘立柱跡、江戸時代から近現代に

かけての土墳、溝、柱穴、井戸跡などを検出した。

調査地は、平安京遷都以前から山城国愛宕郡出雲郷と呼ばれ、出雲氏がこの地を治めていた。

出雲氏に関する記述として、正倉院文書の神亀三 (726)年「愛宕郡出雲郷計帳」に「愛宕郡出

雲郷」がある。これは郷氏に課した税の台帳であり、戸籍簿にもあたるもので、これによると出

雲国から移住 してきた出雲臣を名乗る人々を中心とした名前が記されている。その中に出雲郷の

中核をなしたと考えられる人物で、正六位下の位をもつ出雲巨大嶋が存在する。この大嶋を介 し

て、出雲氏は中央政界とのつなが りを持ち、奈良時代には舎人、兵衛、資人、帳内、史生といっ

た官僚を多 く輩出している。この出雲氏の氏寺であったとされるのが出雲寺である。これは現在

の御霊神社 (上御霊神社)であるとされていて、今回の調査地から南西170mの位置にある。神

社境内からは奈良時代前期から平安時代の瓦が採集されているが、発掘調査はおこなわれていな

いため、伽藍配置などの詳細は不明である。しかし、『出雲寺記』や『山城名勝志』によると、

延長四 (926)年 当時、金堂、講堂、食堂、鐘楼、経蔵などが記され、大伽藍をもつ寺院であっ

たと分かる。また、『延喜式』には孟蘭盆供養料を充てる諸寺の一つに「出雲寺」の名が見られ、

『日本紀略』康保三 (966)年七月七日条には「御霊堂・上出雲寺」で疫病流行の際に読経がお

こなわれたと記されている。しかし、平安時代後期の『今昔物語集』巻二十第三十四話には、建

立から歳月を経て荒廃 した出雲寺の様子が記されている。その後、出雲寺がどういった過程で現

在の上御霊神社に変遷 していったのか、その詳細は定かではない。

2004年 に相国寺境内北東に位置する承天閣美術館増築に伴い実施された発掘調査で、 7世紀半

ばから後半の竪穴住居址群、 8世紀初頭以降の掘立柱建物跡が検出されている。御霊神社からは

約300mの距離に位置 し、この住居址を形成していた集団が出雲寺造営と関わつていた可能性が

指摘されている。同様に本調査地で検出した建物跡 も、出雲寺から170mと いう距離から立地条

件から考えると、寺院関連の施設や、集団の住居であった可能性を推察できる。

本調査地では、古墳時代から奈良時代の遺構 とほぼ同じ高さの遺構面、もしくはその上面で、

安土桃山時代に織田信長に寺号を与えられたといわれる西福寺の遺構を検出した。調査区東部は

江戸時代から近現代の遺構を3面にわたって確認し、天明の大火による焼土や焼けた瓦を含む瓦

溜 り、瓦を敷き詰めた雨落ち溝とその水を地中に落とす礫を充填 した土墳、東方向に直角に曲が

る区画溝と考えられる遺構を検出した。また調査区西半では、便所甕もしくは水甕として使用さ

れたと考えられる埋甕遺構、土管を用いた排水枡 と考えられる石組遺構など、西福寺が昭和39年

に岩倉に移転するまで使用されていた施設を確認した。
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以上、今回の調査では、江戸時代から近現代に及ぶ西福寺の関連施設を確認するとともに、古

墳時代の竪穴住居址、奈良時代の建物遺構を検出した。御霊神社の前身であると考えられる出雲

寺との関連が推察できるこれらの遺構は、出雲郷、出雲氏について新たな資料を提供するもので

あり、今後の出雲氏の研究に資するものと考える。

註 1『角川日本地名大辞典 26京都府』角川書店 1991年。

『日本歴史地名体系27 京都市の地名』平凡社 1979年。

『平安時代史事典』角川書店 1994年。

『史料京都の歴史 1』 平凡社 1970年。

『京都坊目誌 京都叢書』臨川書店 1968年。

註2 東 洋一・能芝妙子『相国寺旧境内』(財)京都市埋蔵文化財研究所 2005年。

註3 小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究」『研究紀要』第 3号、

(財)京都市埋蔵文化財研究所 1996年。

註4 前田義明「御霊神社境内の採集遺物」『研究紀要』第10号、(財)京都市埋蔵文化財研究所 2007

年。

註5 註 2と 同じ。
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